
特に高齢者や基礎疾患のある重症化リスクの高い方は

接種のご検討をお願いします。

新型コロナワクチンの無料接種は、

新型コロナウイルス

令和5年12月25日時点の情報に基づき作成しています。
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詳しくは裏面へ

令和６年３月31日で終了します。

接種をご希望の方で

接種がまだの方は、

時間に余裕をもって

接種してください。

接種券をご用意のうえ、取扱医療機関へ直接ご予約ください。



使用ワクチンは、「オミクロン株XBB.1.5 対応1価ワクチン」です。

➢ お手元の接種券を使用し、取扱医療機関で接種できます。

詳しくは、大阪市ホームページをご確認ください。

➢ 接種場所の検索は、「大阪市コロナワクチンマップ」 が便利！➡

➢ お手元に接種券がない方は、電話または、こちらから発行・再発行の手続きを！➡

●予防接種の効果
オミクロン株流行下では、感染予防・発症予防効果の持続期間等は２～３か月程度と限定的である

一方、重症化予防効果は1年以上一定程度持続することに加えて、流行株に合わせたワクチンの追加

接種を行うことで、追加的な重症化予防効果等が得られるとの報告があります。

② 初回接種

① 令和5年秋開始接種

最新情報は 大阪市ホームページでご確認ください 🔍 大阪市 コロナワクチン

■現在実施中の新型コロナワクチン接種

初回接種を完了したすべての方が対象です（一人1回）

大阪市ホームページ

●予防接種の副反応

生後6か月以上の方が対象です（2回1セット（一部、乳幼児ワクチンについては3回1セットの場合があります) ）

①
②
共
通

出典：第57回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会資料

新型コロナワクチンの全額公費(無料)による接種は令和６年３月31日で終了します

現在、日本で接種が進められている新型コロナワクチンでは、接種後に注射した部分の痛み、疲労、頭

痛、筋肉や関節の痛み、寒気、下痢、発熱等がみられることがあります。こうした症状の大部分は、接種

後数日以内に回復しています。 また、稀な頻度でアナフィラキシー（急性のアレルギー反応）が発生した

ことが報告されています。

詳しくは、厚生労働省ホームページをご確認ください。➡

■予防接種の効果と副反応


